


教育理念

生命尊重と人間愛を基盤とし、
看護の専門的知識・実践力・倫理
観を有し、自己成長できる人材及
び県民や社会のニーズに貢献でき
る看護職を養成する。



校章は、中央にはランプ、背景は佐賀
県の木である楠の若葉となっている。

中央のランプはナイチンゲール（1820
～1910）がクリミア半島の時、夜間、傷
病兵を見廻った時にかかげたランプを
意味し、「ランプを持った淑女」と呼ばれ
たナイチンゲールの精神を象徴する。

校章

ナイチンゲールの
精神

楠の若葉





歴史はここから始まる

明治３２年～



明治32年 県立病院好生館附属看護婦養成所設置

昭和25年 県立病院好生館附属看護婦学院設置

(乙種看護婦)

昭和32年 県立病院好生館附属看護婦学院設置

佐賀県立病院好生館附属看護婦養成所



昭和43年 佐賀県立高等看護学院管理設置
看護第１科 学生定員 90名

（各学年30名）
看護第２科 学生定員 60名

（各学年30名）
佐賀県立高等看護学院校舎

建設工事完成

佐賀県立病院好生館附属看護婦養成所



佐賀県立衛生専門学院



昭和46年 佐賀県立衛生専門学院名称変更
昭和62年 佐賀県立衛生専門学院戴帽式歌制定
昭和63年 佐賀県立衛生専門学院

創立20周年記念式典開催

佐賀県立衛生専門学院



佐賀県立衛生専門学院



佐賀県立衛生専門学院 学院生は
勉強民族！（？）



佐賀県立総合看護学院



平成 6年 佐賀県立総合看護学院開校
(佐賀市兵庫南３丁目７-１７)
保健学科 修業年限 １年 学生定員 20名
助産学科 修業年限 １年 学生定員 15名
第一看護学科 修業年限 ３年

学生定員120名 （各学年40名）
第二看護学科 修業年限 ２年

学生定員 80名 （各学年40名）

佐賀県立総合看護学院



平成20年 第二看護学科閉科
第一看護学科を看護学科に

名称変更

佐賀県立総合看護学院





４月 入学式



５月 交歓会



５月 交歓会



５月 宿泊研修



５月 宿泊研修



学院生活の様子



８月 オープンキャンパス



８月 オープンキャンパス





戴帽式 式歌 『白衣讃歌』

一、 山よりも高く 海よりも深い
博愛の心を 求め行く
久遠の道程 大いなる理想

二、 捧げる灯に 育む生命火
力なく人の ささえとなる
重きこの使命 吾が身の誇りよ

三、 希望をわかち 世の杖となる
白衣や尊し 前途ははるか



《ナイチンゲール誓詞》

われは此処に集いたる人々の前に厳かに神に誓わん。

わが生涯を清く過ごし、わが任務を忠実に尽くさんことを。

われは総て毒あるもの、害あるものを絶ち、

悪しき薬を用いることなく又知りつつこれをすすめざるべし。

われはわが力の限りわが任務の標準を高くせんことを努むべし。

わが任務にあたりて、取り扱えたる人々の私事のすべて、

わが知り得たる一家の内事のすべて、われは人に洩らさざるべし。

われは心より医師を助け、

わが手に託されたる人々の幸のために身を捧げん



１１月 くすのき祭



１１月 くすのき祭



実習中の思い出



実習中の思い出お昼休憩は
ほっと一息！



学生生活の思い出



３月 卒業式
卒業者数
（昭和４３年度～

令和２年度）

４,３２２名



３月 卒業式



令和2年 佐賀県立総合看護学院閉校

令和2年 地方独立行政法人佐賀県医療センター好生館

の附属として開校

『佐賀県医療センター好生館看護学院』

学院のこれから
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